
No.749

7
Public Relations   ONOMACHIPublic Relations   ONOMACHI

お の ま ち広

報

笑 顔 と が ん ば り の 町笑 顔 と が ん ば り の 町

20252025



広報おのまちは

iOS用 android用

で配信中！

今月の表紙 I N D E X
02 INDEX ／今年は「国勢調査」が実施されます！
03 副町長就任あいさつ／百歳賀寿
04 NEWS&NEWS まちのニュース
05 自主防災会避難所設営訓練を実施／

小野町水防協議会委員を委嘱／小野高校学習支援事業
06 行政相談委員を委嘱／死亡叙勲「旭日単光章」受章／

大船渡市大規模火災被災地へ義援金
07 子どもたちの読書に寄付／陸上自衛隊第６音楽隊演奏会
08 高柴山・矢大臣山で山開き／登山杖を寄贈
09 おのまち地域おこし協力隊活動記
1 0 八重山祭りin小野町が開催されました！
1 2 小野小通信／小野高通信
1 3 小野中通信
14 おのまち認定こども園通信／

地域子育て支援拠点事業（おひさまカフェ）のお知らせ
15 小野町児童館キラッと☆おの／

「子育て応援アプリおののびby母子モ」配信中
1 6 笑顔とがんばり子育て応援金贈呈／

Happy 1st Birthday
17 おのまちごみ減量大作戦！／

ごみの減量化・粗大ごみ搬入の自粛についてのお願い
18 右支夏井川 河川改修事業
20 国民健康保険からのお知らせ
21 後期高齢者医療制度のお知らせ／国民年金コーナー
22 マイナンバーカード・電子証明書の更新を忘れずに
23 振り仮名の届出を提出された方へ／

おのまち若者輝く未来応援奨学金返還支援事業
24  こころの相談・家族教室などのお知らせ
27  お知らせ／ふるさと文化の館情報
28  熱中症に注意し夏を元気に過ごしましょう！／

緊急通報システム事業
29  小野町社会福祉協議会からのお知らせ
30  小野町権利擁護センターからのお知らせ／

肝炎ウイルス検査は受けましたか？
31  小野町地域包括支援センターからのお知らせ／

小野町空き家解体工事等事業補助金制度について
32  公立小野町地方綜合病院からのお知らせ
33    夜間診療所当番医・休日当番医
34 各種健診・教室などの日程
35 食品放射能測定結果／上水道水質検査結果／

お詫びと訂正／お誕生おめでとう／おくやみ申し上げます／
町の人口・世帯数／町税等納期のご案内

36 新庁舎建設プロジェクト通信 vol４

今年は 5年に一度の「国勢調査」が実施されます！
　国勢調査は、わが国の人口・世帯の実態を明らかにすることを目的として５年に一度、10月１日現在で日本国内に住
んでいるすべての人を対象として実施されます。
　調査結果は、さまざまな行政施策の基礎データや研究・教育活動など、皆さんの生活の幅広い分野で利用されます。
　回答の方法は、①調査員への提出②インターネット回答③郵送回答の３つがあります。特に②インターネット回答は
スマートフォンやパソコンから24時間いつでも回答が可能ですので、ぜひご利用ください。
問企画政策課　☎72-6939

　６月14日に開催された陸
上自衛隊第６音楽隊演奏会。
　演奏会では、陸上自衛隊
第６音楽隊並びに小野中学
校吹奏楽部の皆さんが合同
演奏し、素晴らしい音色が
会場を包みこみました。
　演奏会の最後には、小野
中学校吹奏楽部から第６音
楽隊の皆さんに花束が贈ら
れ、笑顔で締めくくられま
した。
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100歳の誕生日おめでとうございます
宗像ハナヨさん（浮金）

　宗像ハナヨさん（浮金）が５月20日にめでた
く満百歳の誕生日を迎えました。
　百歳賀寿などの伝達は、５月23日に自宅で
行われ、町から賀寿ならびに敬祝金、県から
賀寿ならびに木杯、町議会、町社会福祉協議
会からお花のアレンジメントがそれぞれ贈ら
れました。
　長寿の秘

ひ け つ

訣は「よく寝て、好き嫌いなく食
べること」と話されていました。
　いつまでもお幸せに過ごされますよう心か
らお祈りします。
　小野町の100歳を超える長寿の方々は、５
月末で13人です。

100歳の誕生日を迎えた宗像ハナヨさん（中央）
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小野高生が花壇の整備
   小野高校産業技術系列で学んでいる３年生が６月６日、

『ふくしまを花で飾ろう「市町村の花」の花壇プロジェクト』
で整備した花壇に、マリーゴールドの植栽を行いました。
　この花壇は、平成30年に南相馬市で開催された「第69回
全国植樹祭」を記念してふるさと文化の館前に整備された
もので、例年小野高生の皆さんにより季節の花へ植え替え
をしていただいています。
　今後も地域の皆さんに草花を楽しんでいただけるよう、
整備していく予定です。

「人権の花」苗を贈呈

みんなで育てよう思いやりの心
　「人権の花運動」が６月３日に行われ、人権
擁護委員の皆さんが小野小学校を訪問し、マ
リーゴールドやベゴニアなどの花苗を児童代
表に贈呈しました。
　人権の花運動は、子どもたちがお互いに協
力し花を育てることで、優しい思いやりの心を
育て、人権尊重について理解を深めることを
目的に毎年実施されています。
　贈呈された花苗は小野高生が栽培したもの
で、今後は小学校で成長の様子を記録し、町
のイベントなどで展示する予定です。

人権擁護委員と小野小学校の皆さん

３位入賞した小野町ソフトボールスポーツ
少年団の皆さん

小野町ソフトボールスポーツ少年団 第３位
　６月７日・８日、第78回福島県総合スポーツ大会ソフ
トボール競技スポーツ少年団男子の部が会津若松市で開催
され、県中地区第１代表として小野町ソフトボールスポー
ツ少年団が出場しました。
　県内の地区予選を勝ち抜いた16チームが出場し、試合
はトーナメント方式で行われました。小野町チームは１、
２回戦を順調に勝ち進み、準決勝では、県北地区第２代表
の油井スポーツ少年団と対戦し、惜しくも４対６と敗れは
しましたが、２日間の猛暑の中、団員が一丸となって勝利
を目指し、見事第３位の入賞に輝きました。
　優勝は逃しましたが、９月に秋田県で行われる東北大会
への出場が決まり、優勝を目指し日々練習に励んでいます
ので、皆さんの応援をお願いします。
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避難所設営訓練の様子

　学習支援員委嘱状交付式が６月10日に役場で行
われ、昨年度に引き続き、古﨑泰介さんに委嘱状
が交付されました。
　これは小野高校支援の一つである「小野町学習
支援事業（学習くらぶ）」で、学力向上と人材育成
を目的に町が学習支援員を派遣するものです。
　１・２年生の生徒を対象に６月から来年３月ま
で、放課後に小野高校で学習指導などを行います。

委嘱状の交付を受ける古﨑さん

学習支援員を委嘱
小野高校学習支援事業

小野町水防協議会委員を委嘱

役　職 氏　名 職　名

会　長 村上　昭正 小野町長

委　員 田村　弘文 小野町議会議長

委　員 先﨑　文男 小野町行政区長会長（自主防災会長代表）

委　員 西條　康行 田村警察署小野分庁舎所長

委　員 紺野　誠一 田村消防署小野分署長

委　員 三瓶　　融 三春土木事務所長

委　員 高橋　宗彦 小野町建業会長

委　員 須藤　昭雄 小野町消防団長

委　員 先﨑　秀一 小野町役場総務課長

委　員 矢吹　浩司 小野町役場地域整備課長

小野町水防協議会委員（敬称略）
（任期：令和７年４月１日から令和９年３月31日まで）

　小野町水防協議会が５月26日、役場で行
われ、町長から委員の方に委嘱状が交付され
ました。
　小野町水防協議会は水防に関係がある団体
の代表者や学識経験者で組織されており、水
防に関し重要な事項を調査・審議する機関で
す。
　協議会では、台風の襲来や局地的豪雨に備
えるため、町の水防計画の見直しが行われ、
委員による意見交換が行われました。
　これから出水期を迎えるにあたり、備蓄用
品などを確認
し、水害に備
えるようにし
ましょう。

　自主防災会による避難所設営訓練を６月15日、多目
的研修集会施設で行いました。
　各自主防災会長（行政区長）が参加し、IＰ無線機によ
る通信訓練をはじめ、備蓄食料・飲料水などの確認、段
ボールパーテーション・段ボールベッド・ワンタッチ
パーテーションの組み立てや避難者の受け入れについて
取り組みました。
　災害時には、自主防災会が中心になり、避難所の開
設・運営、住民の避難誘導を行うようになります。いざ
という時に最も頼りになるのは地域住民による協力体制
です。どうすれば家族や地域の方たちを大規模な災害か
ら守れるのか、みんなで話し合って災害に対する体制づ
くりに努めましょう。

自主防災会避難所設営訓練を実施
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　小野町を担当する行政相談委員に吉田誠さん
（塩庭二区）が新たに委嘱されました。
　行政相談委員は、総務大臣が委嘱し、国などが
行う仕事や意見、要望などを受け付け、助言や関
係機関への連絡を行い、問題解決のお手伝いをす
る民間ボランティアです。行政相談委員は、いつ
でも相談に応じますので、お気軽にご相談くださ
い。
　なお行政相談委員の任期は、令和７年６月１日
から令和９年３月31日までです。

行政相談委員に吉田誠さんを委嘱

吉田誠さん（塩庭二区）
☎︎72-6433

村上勝春さん（中央）に勲記・勲章を授与

故・村上久さん（飯豊上）の功績に栄誉
死亡叙勲「旭日単光章」受章

大船渡市大規模火災被災地へ小野町行政区長会から義援金

　１月に亡くなられた元小野町議会議員の村上久
さん（飯豊上）が叙勲「旭日単光章」を受章され、そ
の伝達式が６月４日、町長室で行われました。式
では、貝羽福島県県中地方振興局長から長男の村
上勝春さんへ勲記と勲章が授与されました。
　村上さんは、平成８年から平成20年までの３
期12年にわたって小野町議会議員を務められ、
うち平成12年から平成16年までの１期４年間は
副議長として町議会の円滑な運営と地方自治の発
展にご尽力されました。
　また平成23年から１年間は小野町老人クラブ
連合会副会長として、平成24年から７年間は会
長として老人クラブの活性化や老人福祉向上にご
尽力されました。今回の受章はこれら生前の功績
が認められたものです。
　村上さんの多大な功績に対し敬意を表し、感謝
申し上げますとともに、心からのご冥福をお祈り
します。

　６月９日に小野町行政区長会役員の皆さんが役
場を訪れ、「大船渡市大規模火災の義援金として
役立てていただきたい」と日本赤十字社福島県支
部小野町分区にご寄付をいただきました。
　小野町行政区長会は全行政区長27人で組織さ
れており、今回の義援金は全行政区の賛同を得て
集められたものです。
　義援金は、日本赤十字社福島県支部を通じて被
災地へ届けられます。

小野町行政区長会からご寄付
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　医療法人慶信曾石塚醫院理事長・石塚尋朗様か
ら「石塚文庫」図書購入費としてご寄付をいただき
ました。
　読書を通した子どもたちの成長を願い、小野小
学校・小野中学校・ふるさと文化の館・図書館へ
贈られました。
　このたびのご厚志に紙上より感謝申し上げま
す。

石塚尋朗理事長（中央）からご寄付

子どもたちの読書のために
医療法人慶信曾石塚醫院理事長・石塚尋朗様より寄付

　小野町町制70周年記念「陸上自衛隊第６音楽隊演奏会」が６月14日、多目的研修集会施設大ホールで行わ
れました。
　陸上自衛隊第６音楽隊は山形県東根市神町駐屯地に所在し、山形・福島・宮城の南東北３県を中心に演
奏会活動を行っています。
　演奏会では小野町町民歌や丘灯至夫氏作曲の歌など小野町ゆかりの曲をはじめ、だれもが一度は聞いた
ことのある曲が大迫力で演奏されました。
　演奏会の最後には小野中学校吹奏楽部との合同演奏も行われ、会場はすばらしい音色に聞き入っていま
した。

陸上自衛隊第６音楽隊演奏会を開催しました
～小野町町制70周年を記念して～
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登山杖
つえ

を使う登山者 寄贈いただいた登山杖
つえ

高柴山・矢大臣山で山開き開催

【高柴山山開き】
　当日は、山頂で安全祈願祭が執り行われ、小野町と田村市の関係者が玉串を捧げ、今年１年の登山者の
安全を祈りました。山頂のヤマツツジを楽しむ登山者や、景色を観ながらお弁当を楽しむ登山者の姿が見
られました。

【矢大臣山山開き】
　村上町長、田村町議会議長をはじめ、地元湯沢行政区の方々が参加し、安全祈願祭が執り行われ、登山
者の無事故を願いました。山頂では、額に汗し登頂した心地の良い疲労感と、眺望を楽しむ登山者の笑顔
があふれていました。

登山杖
つえ

を寄贈いただきました
　吉田康市様（南田原井）から、登山者のためにと登山杖

つえ

が寄贈されました。
　寄贈された杖

つえ

は、高柴山や矢大臣山等の登山道入り口に設置させていただきました。
　このたびのご厚意に紙上より厚くお礼申し上げます。

小野町観光協会主催の山開きが５月25日に高柴山、６月７日に矢大臣山で行われました。
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こんにちは！
地域おこし協力隊の

バンビです。

お の ま ち
地 域 お こ し 協 力 隊 活 動 記

て
い
る「
文
化
の
窓 N

ew
sletter

」

第
２
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

正
直
、「
本
当
に
読
ん
で
も
ら

え
て
い
る
の
か
な
」「
楽
し
ん
で
も

ら
え
て
い
る
の
か
な
」と
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
文
化

の
館
の
来
館
者
の
方
々
か
ら「
読

ん
だ
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
に
行
っ
て
み

た
く
な
っ
た
！
」「
お
も
し
ろ
か
っ

た
よ
」と
う
れ
し
い
感
想
を
た
く

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
小

野
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
バ

ン
ビ
で
す
。

　

２
０
２
５
年
度
の
４
分
の
１

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し

た
が
、
こ
の
３
カ
月
間
も
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
地
域
の
文
化
交
流
を
担

当
し
て
お
り
、
異
文
化
の
体
験

機
会
づ
く
り
や
、
文
化
の
発
信

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

期
間
中
に
は
、
町
内
で
配
布
し

さ
ん
い
た
だ
き
、
大
き
な
励
み
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多
く
の
方

に
外
国
の
文
化
の
魅
力
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
の
ベ
ト
ナ
ム
料
理
教

室
は
参
加
者
に
大
好
評
で
し
た
の

で
、
今
年
も
引
き
続
き「
揚
げ
春

巻
き︵
ネ
ム
ザ
ン
︶」作
り
体
験
を

企
画
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
料
理

は
小
野
町
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
参
加
者
が
集
ま
る

か
心
配
で
し
た
が
、
17
人
も
の
方

が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
町
内
外
、
年
齢
も
17
歳
か
ら

80
歳
ま
で
と
幅
広
く
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

さ
ら
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、「
ふ
る
さ
と
小
野
町
会
」へ
の

参
加
で
す
。
ふ
る
さ
と
を
思
う

方
々
が
集
う
会
で
、
年
配
の
方
々

が
と
て
も
オ
ー
プ
ン
に
、
温
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
移
住

の
き
っ
か
け
や
町
の
暮
ら
し
の
様

子
、
新
し
く
始
め
た
こ
と
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
交
わ
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
高
校
三
年
生
」

や「
ふ
る
さ
と
」を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
歌
っ
た
時
間
は
、
特
に
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
に
来
て
、
小
野
町
の
一

員
と
し
て
活
動
で
き
て
い
る
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
経
験
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
文

化
を
通
し
て
町
の
皆
さ
ん
と
つ
な

が
っ
て
い
け
る
よ
う
、
活
動
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。
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八
重
山
祭
り

八
重
山
祭
り
inin
小
野
町
が

小
野
町
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

〜
八
重
山
地
域
の
魅
力
を
発
信
〜

〜
八
重
山
地
域
の
魅
力
を
発
信
〜

主
催
者
・
小
野
町
活
性
団

主
催
者
・
小
野
町
活
性
団
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「
八
重
山
祭
り
㏌
小
野
町
」が
６
月

　
「
八
重
山
祭
り
㏌
小
野
町
」が
６
月
2828
日日
㊏㊏
、
小
、
小

野
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
若
手
有
志
で
つ
く
る「
小
野
町
活
性
団
」

　

町
内
の
若
手
有
志
で
つ
く
る「
小
野
町
活
性
団
」

が
主
催
し
、
昨
年
に
続
い
て
２
回
目
の
開
催
と
な

が
主
催
し
、
昨
年
に
続
い
て
２
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

平
成

　

平
成
3131
年
に「
特
産
品
交
流
に
よ
る
地
域
づ
く

年
に「
特
産
品
交
流
に
よ
る
地
域
づ
く

り︵
産
学
官
︶協
定
」を
締
結
し
た
沖
縄
県
石
垣
市

り︵
産
学
官
︶協
定
」を
締
結
し
た
沖
縄
県
石
垣
市

を
中
心
と
し
た﹃
八
重
山
地
域
﹄の
文
化
・
芸
能
・

を
中
心
と
し
た﹃
八
重
山
地
域
﹄の
文
化
・
芸
能
・

特
産
品
に
よ
る
交
流
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
々
に

特
産
品
に
よ
る
交
流
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
々
に

町
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
町
と
八
重
山
地
域

町
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
町
と
八
重
山
地
域

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
、
小
野
町
、
石
垣

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
、
小
野
町
、
石
垣

市
・
八
重
山
地
域
の
交
流
、
更
に
は
福
島
県
、
沖

市
・
八
重
山
地
域
の
交
流
、
更
に
は
福
島
県
、
沖

縄
県
の
交
流
を
一
層
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

縄
県
の
交
流
を
一
層
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
、
当
日
は
１
３
，
０
０
０
人
を
超
え
る
来
場

さ
れ
、
当
日
は
１
３
，
０
０
０
人
を
超
え
る
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

祭
り
の
開
会
式
に
は
、
町
長
の
ほ
か
、
石
垣
市

　

祭
り
の
開
会
式
に
は
、
町
長
の
ほ
か
、
石
垣
市

か
ら
職
員
・
関
係
者
が
参
加
し
、
２
回
目
の
開
催

か
ら
職
員
・
関
係
者
が
参
加
し
、
２
回
目
の
開
催

を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
本
祭
り
を
通
じ
て
両
市
町
の

を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
本
祭
り
を
通
じ
て
両
市
町
の

交
流
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
願
い
、
主
催
者
へ

交
流
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
願
い
、
主
催
者
へ

の
敬
意
と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

の
敬
意
と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
と
な
っ
た
町
民
体
育
館
内
に

　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
と
な
っ
た
町
民
体
育
館
内
に

は
、
今
年
の
祭
り
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
美

は
、
今
年
の
祭
り
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
美

ら
海
水
族
館
の
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ「
ジ
ン
タ
君
」の
実

ら
海
水
族
館
の
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ「
ジ
ン
タ
君
」の
実

物
大
オ
ブ
ジ
ェ
が
登
場
し
ま
し
た
。
全
長
は

物
大
オ
ブ
ジ
ェ
が
登
場
し
ま
し
た
。
全
長
は
8.88.8
ｍｍ

で
、
細
部
ま
で
再
現
さ
れ
た
そ
の
姿
は
、
来
場
者

で
、
細
部
ま
で
再
現
さ
れ
た
そ
の
姿
は
、
来
場
者

を
圧
倒
し
て
い
ま
し
た
。
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し

を
圧
倒
し
て
い
ま
し
た
。
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
大
人
気
で
、
多
く
の
人
が「
ジ
ン
タ
君
」と
の

て
も
大
人
気
で
、
多
く
の
人
が「
ジ
ン
タ
君
」と
の

撮
影
を
楽
し
む
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

撮
影
を
楽
し
む
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
内
に
は
、
沖
縄
の
魔
除
け
で
あ

　

ま
た
、
同
会
場
内
に
は
、
沖
縄
の
魔
除
け
で
あ

る
シ
ー
サ
ー
を
象
っ
た
門
や
、
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

る
シ
ー
サ
ー
を
象
っ
た
門
や
、
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

の
園
児
た
ち
が
作
っ
た
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
や
パ
イ

の
園
児
た
ち
が
作
っ
た
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
や
パ
イ

ン
・
シ
ー
サ
ー
な
ど
の
作
品
が
並
び
、
沖
縄
の
雰

ン
・
シ
ー
サ
ー
な
ど
の
作
品
が
並
び
、
沖
縄
の
雰

囲
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

囲
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
会
場
内
で
も
う
一
つ
賑
わ
い
を
見
せ

　

そ
し
て
、
会
場
内
で
も
う
一
つ
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
た
の
が
、
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
の
販
売
ブ
ー

て
い
た
の
が
、
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
の
販
売
ブ
ー

ス
。
販
売
開
始
前
か
ら
多
く
の
方
が
列
を
作
っ
て

ス
。
販
売
開
始
前
か
ら
多
く
の
方
が
列
を
作
っ
て

並
び
、
１
，
５
０
０
個
準
備
し
た
パ
イ
ン
ア
ッ
プ

並
び
、
１
，
５
０
０
個
準
備
し
た
パ
イ
ン
ア
ッ
プ

ル
は
、
完
売
と
な
る
大
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

ル
は
、
完
売
と
な
る
大
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
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メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
小
野
町
観
光
大
使
の
エ
ソ
ラ

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
小
野
町
観
光
大
使
の
エ
ソ
ラ

ビ
ト
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
か
ら
始
ま
り
、
琉
球
國
祭
り
太
鼓

ビ
ト
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
か
ら
始
ま
り
、
琉
球
國
祭
り
太
鼓

に
よ
る
エ
イ
サ
ー
の
披
露
、
三
線
公
演
、
三
線
バ
ン
ド
、

に
よ
る
エ
イ
サ
ー
の
披
露
、
三
線
公
演
、
三
線
バ
ン
ド
、

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
、石
垣
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン「
ミ

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
、石
垣
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン「
ミ

ヤ
ギ
マ
モ
ル
」さ
ん
の
ラ
イ
ブ
な
ど
、
多
彩
な
ス
テ
ー

ヤ
ギ
マ
モ
ル
」さ
ん
の
ラ
イ
ブ
な
ど
、
多
彩
な
ス
テ
ー

ジ
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
曲
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
し

ジ
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
曲
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
し

た
り
踊
っ
た
り
と
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
、
ス
テ
ー

た
り
踊
っ
た
り
と
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
、
ス
テ
ー

ジ
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
屋
外
で
も
、
こ
ま
ち
バ

ジ
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
屋
外
で
も
、
こ
ま
ち
バ

ン
ド
や
三
線
バ
ン
ド
、
琉
球
國
祭
り
太
鼓
の
演
奏
が
繰

ン
ド
や
三
線
バ
ン
ド
、
琉
球
國
祭
り
太
鼓
の
演
奏
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
訪
れ
た
方
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

り
広
げ
ら
れ
、
訪
れ
た
方
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
屋
外
飲
食
ブ
ー
ス
で
は
、
町
や
八
重
山

　

ほ
か
に
も
、
屋
外
飲
食
ブ
ー
ス
で
は
、
町
や
八
重
山

地
域
の
特
産
品
販
売
、
屋
台
村
・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の

地
域
の
特
産
品
販
売
、
屋
台
村
・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の

沖
縄
料
理
を
始
め
と
し
た
飲
食
の
提
供
、
田
村
警
察
署

沖
縄
料
理
を
始
め
と
し
た
飲
食
の
提
供
、
田
村
警
察
署

小
野
分
庁
舎
に
よ
る
パ
ト
カ
ー
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、

小
野
分
庁
舎
に
よ
る
パ
ト
カ
ー
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、

こ
ち
ら
も
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
も
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
小
野
公
園
全
体
が
、
沖
縄
の
空
気
を

　

会
場
と
な
っ
た
小
野
公
園
全
体
が
、
沖
縄
の
空
気
を

味
わ
え
る
空
間
と
な
っ
て
お
り
、
訪
れ
た
方
は
、
普
段
、

味
わ
え
る
空
間
と
な
っ
て
お
り
、
訪
れ
た
方
は
、
普
段
、

な
か
な
か
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
沖
縄
の
雰
囲
気

な
か
な
か
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
沖
縄
の
雰
囲
気

を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。


